
日本の持続的な成長と活性化を目指す

一般財団法人 アーネスト育成財団 活動報告

技術経営人財の育成と活用
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西
河
技
術
経
営
塾
・
実
践
経
営
ス
ク
ー

ル
・
基
礎
コ
ー
ス
の
第
一
期
生
の
修
了
式

が
９
月
24
日
に
行
わ
れ
、
二
人
の
修
了
生

を
送
り
出
し
た
。
経
営
塾
は
「
若
い
経
営

者
を
育
て
る
」
と
い
う
目
的
で
開
講
し
た

が
、
我
々
の
想
定
を
超
え
る
成
果
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。

開
講
当
初
の
塾
生
は
、
講
師
陣
の
指
摘
に
対
し

て
、
早
く
自
分
の
実
力
を
認
め
て
も
ら
い
た
い
と

の
如
く
、
強
く
自
己
主
張
し
、
聞
く
耳
を
閉
ざ
し

て
い
た
。

講
義
回
数
を
重
ね
あ
る
時
期
か
ら
と
て
も
素
直

に
な
っ
た
。
我
々
講
師
陣
誰
も
が
経
営
者
と
し
て

激
動
の
時
代
に
豊
富
な
経
営
経
験
を
持
ち
、
経
営

問
題
の
本
質
が
体
に
染
み
付
い
て
い
る
。

生
徒
の
ひ
と
言
に
対
す
る
議
論
が
、
か
な
り
深

い
と
こ
ろ
か
ら
追
及
し
責
め
て
く
る
。
彼
ら
に

と
っ
て
、
か
な
り
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
た
こ

と
と
思
う
。

塾
生
は
、
素
直
に
自
分
を
曝
け
出
す
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
急
速
に
成
長
し
た
。
一
人
は

塾
の
学
び
を
自
分
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
活
動
で
実

践
し
、
道
を
切
り
開
き
、
大
き
な
成
果
を
得
た
。

も
う
一
人
は
、
今
ま
で
の
失
敗
を
振
り
返
り
反

省
し
、
自
分
の
欠
点
を
理
解
し
、
『
経
営
者
の
心

得

社
長
の
二
十
ヶ
条
』
と
し
て
纏
め
上
げ
た
。

二
人
は
、
西
河
技
術
経
営
塾
を
通
し
、
何
か
の

気
付
き
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
と
思
う
。
胸
を

張
っ
て
送
り
出
せ
る
第
一
期
生
で
あ
る
。
塾
を
通

し
成
長
す
る
姿
は
、
我
々
講
師
陣
も
非
常
に
教
え

甲
斐
が
あ
り
、
う
れ
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

経
営
者
は
、
決
し
て
偉
ぶ
ら
ず
、
謙
虚
に
聞
く

耳
を
持
て
ば
、
情
報
が
入
り
易
く
な
る
。
そ
れ
が

成
長
の
原
動
力
だ
。

「
経
営
資
源
は
人
、
モ
ノ
、
金
、
情
報
、
時
間

の
５
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
時
間
の
後
に
運
と

か
チ
ャ
ン
ス
を
掴
む
が
加
わ
る
」
と
私
は
考
え
て

い
る
。

二
人
の
修
了
生
に
は
、
運
と
チ
ャ
ン
ス
を
掴
ん

で
事
業
を
大
き
く
し
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て

い
る
。

（
西
河
洋
一)

ＯＰＩＮＩＯＮＳ

[西河技術経営塾] 第２期生６名が入塾

現状を変えるために西河技術経営塾で経営を学ぶ ・・・・・・・・・ ４頁
塾は経営者に取って精神的栄養補給の場

[グローバル研究会 (第3回）]（前田光幸座長）

グローバル研究会でイスラムを学ぶ ・・・・・・・・・ ２頁
日本では部長教育、役員教育をほとんどの
会社でやっていない

実り多い研究委員会活動を終えた ・・・・・・・・・ ６頁

西河洋一塾長・理事長の起業家精神

［技術経営人財育成と活用に関する研究委員会(第20回：最終回）］ （坂巻資敏委員長）
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グローバル研究会（第3回）

2014.9.9研究会活動

こ
れ
は
85
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
が
原
因

で
あ
る
。
円
安
か
ら
円
高
に
シ
フ
ト
し

た
。
日
本
輸
出
か
ら
内
需
へ
シ
フ
ト
。

財
政
支
出
を
土
木
工
事
そ
の
他
で
増
や

し
た
。
03
、
04
年
で
上
が
っ
た
の
は
、

対
ユ
ー
ロ
の
円
安
で
あ
る
。
当
時
な
ぜ

か
ユ
ー
ロ
が
強
く
円
安
効
果
が
あ
っ
て

下
が
っ
た
。

我
が
国
は
、
貿
易
立
国
で
は
な
い
。

我
が
国
の
輸
出
依
存
度
は
世
界
平
均
の

半
分
以
下
で
あ
る
。
輸
出
依
存
度
が
上

昇
し
な
い
稀
有
な
国
で
あ
る
。

80
年
代
、
日
本
は
競
争
力
が
強
く
て
、

世
界
の
輸
出
市
場
を
取
っ
た
が
、
貿
易

黒
字
に
よ
っ
て
円
高
に
な
っ
た
。
従
っ

て
海
外
立
地
し
た
と
の
社
会
通
念
が
あ

る
が
、
認
識
は
違
う
。
「
プ
ラ
ザ
合
意
、

「グローバル研究会」でイスラムを学ぶ

円
高
誘
導
、
内
需
刺
激
、
輸
出
抑
制
、

海
外
立
地
」
は
欧
米
の
政
治
戦
略
と

日
本
政
府
の
譲
歩
。
欧
米
が
日
本
に
圧

力
を
加
え
た
。

日
本
の
経
済
社
会
構
造
変
化
と
企
業
戦
略

日
本
の
経
済
社
会
構
造
を
85
年
（
プ

ラ
ザ
合
意
）
以
降
、
95
年
（
ア
ジ
ア
の

本
格
的
な
成
長
）
以
降
、
08
年
（
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
）
以
降
と
い
う
３
つ
の

時
代
に
区
分
し
た
。
（
図
１
）

我
が
国
の
競
争
力
再
興
コ
ン
セ
プ
ト

（
１
）
80
年
以
降
、
政
治
的
・
経
済
的

に
米
欧
か
ら
継
続
的
な
圧
力
を
受
け
た
。

（
２
）
技
術
移
転
、
技
術
の
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
（
技
術
と
資

本
の
自
由
化
）
に
よ
る
ア
ジ
ア
新
興
国

の
抬
頭
に
我
が
国
は
「
国
の
競
争
力
」

を
失
っ
た
。
そ
し
て
自
信
を
失
っ
た
。

（
３
）
欧
州
は
日
本
、
ア
ジ
ア
の
抬
頭

に
対
し
Ｅ
Ｕ
で
結
束
、
た
だ
し
失
敗
。

米
国
は
Ｉ
Ｔ
と
金
融
で
リ
ー
ド
。

（
４
）
中
国
・
韓
国
・
日
本
が
共
存
共

栄
す
る
こ
と
が
欧
米
が
困
る
の
で
、
共

存
共
栄
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ま
だ

に
日
中
韓
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
締
結
で
き
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
進
出
と
リ
ス
ク
・大
橋

中
小
企
業
を
中
心
に
海
外
進
出
の
際

の
グ
ロ
ー
バ
ル
進
出
と
リ
ス
ク
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
悩
ん
で
い
る

か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
や
ろ
う

と
し
て
い
る
か
を
政
府
の
機
関
の
調
査

資
料
を
使
い
大
橋
克
已
が
報
告
し
た
。

海
外
展
開
に
お
け
る
国
際
連
携

独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
が
海
外
展
開
す
る
中
小
企
業
が
抱

え
る
課
題
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
い
る
。

海
外
展
開
で
成
功
す
る
為
に
必
要
な
十

項
目
が
書
か
れ
て
い
る
。
（
注
１
）

一
、
海
外
を
経
営
者
自
ら
が
体
験

二
、
進
出
先
国
特
有
の
事
情
の
把
握

写真は、講演中の前田光幸座長。
第3回目の「グローバル研究会」を9月9日に開催した。「我が国産業のグ

ローバル化のマクロ的視点」「中小企業のグローバル進出とリスク」「イ
スラム圏の世界経済に及ぶ影響」などのテーマに取り組んだ。

高品質・高効率

円高転換と強い
られた内需重視

グローバル化

アジア新興市場

金融資本主義
の縮小
大アジアの膨張

成長の終焉

人口高齢化

日本的資本主
義の維持

成熟社会

株主資本主義

市場原理主義

人口オーナス

日本再確認

地域経済主義
（FTA)

経済・産業の

フレーム

ワーク

底流にある

社会構造

経済・産業の

ルール・体制

1985～

1995～ 2008～

凡例
プラザ合意以後

所謂グローバル化、アジアの抬頭 金融資本主義の災禍

図１ 3つの日本の経済社会構造とその変化

日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
輸
出
比
率

は
、
非
常
に
低
い
。
増
え
て
い
な
い
。

80
年
代
後
半
は
下
が
っ
て
い
る
。

我
が
国
は
貿
易
立
国
で
は
な
い
・前
田

前
田
光
幸
グ
ロ
ー
バ
ル
研
究
会
座
長

の
講
演
内
容
の
一
部
を
報
告
す
る
。

日
本
で
は
部
長
教
育
、
役
員
教
育
を

ほ
と
ん
ど
の
会
社
で
や
っ
て
い
な
い

輸
出
依
存
度
は
世
界
平
均
の
半
分
以
下
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人
い
る
。
イ
ン
ド
な
ど
の
そ
の
他
の
国

の
イ
ス
ラ
ム
人
口
が
３
億
人
。

世
界
経
済
に
占
め
る
イ
ス
ラ
ム
圏

世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
占
め
る
イ
ス
ラ
ム

圏
の
割
合
は
13
年
度
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
資
料
に

よ
る
と
７
％
に
過
ぎ
な
い
。
イ
ス
ラ
ム

圏
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
大
き
く
な
い
が
、
オ
イ

ル
マ
ネ
ー
の
政
府
系
フ
ァ
ン
ド
が
あ
る
。

産
油
国
は
売
っ
た
金
を
国
家
財
政
に
組

み
込
む
が
一
部
は
Ｓ
Ｗ
Ｆ
（
注
２
）
な

ど
を
通
じ
て
金
融
市
場
及
び
産
業
へ
の

投
資
に
充
て
る
。
Ｓ
Ｗ
Ｆ
の
実
態
は
そ

の
性
質
上
、
統
計
と
し
て
つ
か
み
難
い

が
12
年
９
月
末
時
点
で
世
界
の
残
高
は

約
５
兆
ド
ル
と
言
わ
れ
る
。
ヘ
ッ
ジ

フ
ァ
ン
ド
の
総
残
高
２
兆
ド
ル
と
比
べ

る
と
倍
以
上
で
世
界
相
場
の
主
役
と

な
っ
て
い
る
。

イ
ス
ラ
ム
金
融
と
は

イ
ス
ラ
ム
金
融
と
は
一
言
で
言
う
と

無
利
子
型
の
金
融
。
イ
ス
ラ
ム
教
の
教

義
に
則
っ
た
金
融
取
引
の
総
称
で
、
利

息
の
授
受
、
不
確
実
性
の
あ
る
取
引
や
、

投
機
的
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
食

べ
物
で
は
豚
肉
と
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
金
融
商
品

の
取
引
に
制
約
が
生
じ
て
い
る
。

イ
ス
ラ
ム
の
基
本
的
な
考
え
方

万
物
は
全
て
神
の
所
有
：イ
ス
ラ
ム
で

は
万
物
は
全
て
神
（
ア
ラ
ー
）
の
所
有

と
考
え
る
の
で
金
持
ち
と
は
「
神
か
ら

金
を
預
か
っ
て
い
る
状
態
」
と
の
位
置

付
け
。
「
お
金
は
仕
事
を
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
」
が
基
本
的
な

考
え
方
。
利
子
を
取
る
事
は
禁
止
。

投
資
し
て
配
当
を
受
け
取
る
：事
業
の

た
め
に
利
子
を
付
け
な
い
で
金
を
貸
し
、

事
業
が
成
功
し
た
ら
分
け
前
を
貰
う
。

こ
れ
は
投
資
で
あ
り
、
貸
し
た
側
も
一

緒
に
リ
ス
ク
を
負
う
の
で
公
平
で
あ
る

と
い
う
考
え
。
投
資
は
あ
る
が
、
融
資

は
な
い
。

お
金
を
流
通
さ
せ
る
：万
物
が
神
の
も

の
だ
か
ら
金
と
い
え
ど
も
速
や
か
に
神

に
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
神
に
返

す
と
い
う
事
は
事
業
に
投
資
す
る
こ
と

で
必
要
で
な
い
人
か
ら
、
必
要
な
人
へ

金
を
流
通
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

投
機
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
ギ
ャ
ン

ブ
ル
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
先
物
取
引

や
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の
様
な
金
融
商
品

は
扱
え
な
い
。
生
命
保
険
、
損
害
保
険

も
だ
め
で
あ
る
。

保
険
は
未
来
に
対
し
て
掛
け
る
。
ア

ラ
ビ
ア
語
に
未
来
形
は
無
い
。
豚
肉
と

ア
ル
コ
ー
ル
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
ら
に
関
わ
る
企
業
と
は
イ
ス
ラ
ム

金
融
は
取
引
を
し
な
い
。
そ
の
企
業
の

株
式
を
持
つ
事
も
同
様
に
だ
め
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ム
に
国
境
な
し

79
年
の
イ
ラ
ン
革
命
を
始
め
と
し
て
、

イ
ス
ラ
ム
の
大
義
に
基
づ
い
た
国
際
秩

序
と
政
治
・
社
会
の
変
革
を
訴
え
る
思

想
・
運
動
が
大
き
な
力
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
イ
ス
ラ
ム
世
界
は
相
互

扶
助
を
ベ
ー
ス
と
し
た
信
仰
共
同
体
。

2014.9.9研究会活動
グローバル研究会（第3回）

三
、
周
到
な
事
前
準
備

四
、
高
い
技
術
力
や
独
自
性
の
追
求

五
、
連
携
先
に
勝
る
ポ
イ
ン
ト
を
確
保

六
、
信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー

七
、
適
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
の
選
定

八
、
綿
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

九
、
独
立
し
た
海
外
事
業

十
、
海
外
向
け
に
情
報
発
信

意
見
（大
橋
）：海
外
視
察
に
出
掛
け
て
も

担
当
役
員
が
実
際
に
現
場
に
ま
で
見
に

行
く
か
は
疑
問
で
あ
る
。

意
見
（淺
野
）：仕
事
を
分
か
っ
て
い
る
人

が
い
か
な
け
れ
ば
見
て
も
分
か
ら
な
い
。

意
見
（大
橋
）：現
場
が
分
か
る
管
理
者
は

「
工
場
で
音
を
聴
い
た
ら
分
か
る
」
と

い
う
。
工
場
の
稼
働
率
な
ど
が
分
か
る
。

分
か
ら
な
け
れ
ば
現
場
の
社
員
に
聞
け

ば
よ
い
。
聞
い
た
ら
嘘
は
言
わ
な
い
。

ま
た
韓
国
の
工
場
が
劣
っ
て
い
る
と

の
先
入
感
を
持
っ
て
見
に
行
く
の
で
見

え
な
い
。
現
場
は
工
夫
を
し
て
い
る
。

中
国
な
ど
で
も
日
本
の
管
理
方
式
を
導

入
す
る
と
、
格
段
に
成
長
し
て
い
る
。

意
見
（杉
本
）：米
国
で
の
経
験
だ
が
、
品

質
管
理
な
ど
も
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も

あ
る
。
苦
労
し
た
の
は
人
が
変
わ
る
と

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
あ
っ
て
も
変
わ
っ
て
し

ま
う
。
現
地
の
人
と
安
定
し
た
仕
事
が

で
き
る
か
が
課
題
と
な
る
。

意
見
（前
田
）：日
本
は
終
身
雇
用
を
ベ
ー

ス
に
人
財
教
育
を
や
っ
て
い
る
つ
も
り

で
い
る
が
、
米
国
の
業
績
の
良
い
会
社

は
幹
部
教
育
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
。

日
本
は
部
長
教
育
、
役
員
教
育
を
ほ
と

ん
ど
の
会
社
が
や
っ
て
な
い
。
日
本
の

人
事
部
が
ど
の
会
社
も
一
番
遅
れ
て
い

る
。
日
本
で
エ
ク
ゼ
ブ
テ
ィ
ブ
教
育
を

し
て
い
る
会
社
は
無
い
の
で
は
。

イ
ス
ラ
ム
の
世
界
経
済
へ
の
影
響
・淺
野

中
東
情
勢
が
世
界
経
済
に
影
響
を
し

て
い
る
が
、
ど
の
程
度
の
規
模
か
、
イ

ス
ラ
ム
の
話
を
淺
野
昌
宏
が
し
た
。

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
人
口
は
10
年
時
点
で

約
16
億
人
で
あ
る
。
世
界
人
口
の
約

23
％
を
占
め
る
。
30
年
に
は
約
22
憶
人

に
な
り
、
世
界
人
口
の
約
26
％
ま
で
増

加
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

ア
ラ
ブ
イ
ス
ラ
ム
国
の
人
口
は
３
億

人
で
、
非
ア
ラ
ブ
イ
ス
ラ
ム
国
で
10
億

「地図の黒くなっているところがイスラム教徒が6割
以上の国。イスラムが中東という事ではない」と説
明する淺野研究員。

単位：10億US＄
イスラム圏 5,145(7.0%)

アラブ 2,756(3.7%)
非アラブ 2,389(3.3%) 

全世界 73,982 (100%) 
（参考）
米 国 16,799(22.7%)
中 国 9,181(12.4%)
日 本 4,902(6.6%)

表 １ 世界経済に占めるイスラム圏の割合

注１：『中堅・中小企業における国際連携動向調査』（平成25年3月）（独）中小企業基盤整備機構
注２：SWF（sovereign-wealth fund：ソブリン ファンド、国家が運用するファンド）

報告する大橋（右）、左は西河洋一理事長
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2014.10.08、15西河技術経営塾
西河技術経営塾 実践経営スクール・基礎コース

製
造
業
で
あ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ

れ
、
競
合
と
の
差
別
化
を
行
う
に
は
、

コ
ト
づ
く
り
や
モ
ノ
づ
く
り
を
支
え
る

技
術
を
日
々
開
発
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
業
で
モ
ノ
づ

く
り
が
強
み
を
支
え
て
い
る
。

会
計
数
値
で
現
場
を
経
営
を
管
理
す
る

管
理
の
基
本
に
日
計
が
あ
る
。
次
に

週
報
が
あ
り
月
報
が
あ
る
。
月
次
決
算

は
必
ず
確
認
し
た
い
。
会
計
数
値
は
早

い
段
階
で
、
変
化
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。

変
化
に
気
付
い
た
ら
現
場
に
出
て
原
因

を
確
認
し
た
ら
良
い
。

図
３
は
「
５
要
素
は
会
計
数
値
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
の
イ
メ
ー
ジ
図
。

会
計
数
値
は
誤
魔
化
せ
な
い
。

【塾
生
の
紹
介
】

６
名
の
入
塾
者
の
内
、
こ
こ
で
は
４

名
を
紹
介
す
る
。
棚
村
徳
人
と
齊
藤
忠

行
の
２
名
は
次
回
に
掲
載
す
る
。

鈴
木
義
晴

人
を
想
い
や
り
、
会
社
か
ら
社
会
に

「売
上
増
＝
営
業
マ
ン
の
人
数
」
、

従
業
員
に
語
れ
る
か
、
３
年
先
の
目
標

講
師
の
小
平
和
一
朗
は
ガ
イ
ダ
ン
ス

の
中
で
変
革
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
経

営
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
と
は
「
事
業
の

方
向
を
予
見
で
き
る
」
「
市
場
と
技
術

の
相
関
を
読
む
、
創
生
す
る
、
融
合
化

す
る
力
が
あ
る
」
「
時
代
を
先
取
り
し

た
戦
略
を
構
想
し
、
技
術
開
発
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
」
「
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
す
情
熱
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
持
っ
て
い
る
」
「
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
（
儲
け
る
仕
掛
け
）
を
創
生
で

き
る
」
と
５
つ
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

経
営
は
未
来
学
で
あ
る
（
図
２
）
と

塾
生
に
教
え
る
。
そ
れ
は
、
製
造
業
で

あ
れ
、
サ
ー
ビ
ス
業
で
あ
れ
、
３
年
先
、

５
年
先
に
向
か
っ
て
計
画
を
立
て
て
、

戦
略
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

戦
略
づ
く
り
の
前
に
高
い
目
標

経
営
が
目
指
す
の
は
、
高
い
目
標
を

設
定
し
、
顧
客
を
作
り
、
市
場
を
創
生

し
、
競
争
力
の
あ
る
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

を
企
画
す
る
こ
と
だ
。
低
い
目
標
で
は

変
化
は
起
こ
ら
な
い
。
未
来
に
向
か
っ

て
従
業
員
に
語
れ
る
計
画
を
持
っ
て
い

る
か
が
重
要
と
な
る
。

ｔ（時間）

人 モノ 金 情報 時間

会計数値
（円）

会計数値を確認し異常値を見つけたら
経営実態を確認する

（１）会計数値は、誤魔化せない。
（２）重要なのは現金・預金（現預金：キャシュ）である。
（３）現預金を管理すると会社の息づかいが分かる。
（４）現金（キャッシュ）は企業の血液である。
（５）注意すべきは資産科目の商品、仕掛品、材料などの棚卸資産を多くしない。

会計数値で管理することが経営マネジメントの基本

図３ 経営の５要素と会計数値

現状を変えるために西河技術経営塾で経営を学ぶ

入塾式で挨拶する西河洋一塾長・理事長

市 場

研 究

技術開発

生産部門

技術戦略

商品開発戦略

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ戦略

販売戦略
営業部門

設備投資戦略

顧 客

商 品・サービス

技 術

時間

市場を創生する

商品を企画

②

①

③ マーケティング判断

投資判断

開発判断

経
営
人
財
を
効
率
的
に
育
成
す
る

10
月
８
日
、
第
２
期
生
の
入
塾
式
を

行
い
６
名
の
塾
生
が
入
塾
し
た
。
西
河

洋
一
塾
長
・
理
事
長
は
塾
生
に
「
経
営

を
学
ぶ
こ
と
で
、
か
な
り
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
る
」
「
塾
を
終
わ
っ
て
か
ら

一
杯
飲
ん
で
塾
生
間
や
講
師
と
の
間
で

懇
親
を
し
て
、
本
音
の
議
論
す
る
こ
と

も
重
要
だ
」
と
話
し
た
。

図２ CEOの仕事

前列左から塾生の朝焼けの小泉社長、飯田GHDの棚村次長、バンガードシステムズの佐藤課長、おうちナ

ビの鈴木社長。中列左から講師の杉本氏、塾生のアイルの齋藤社長、エフ・エフ永井魚春の永井店舗統括、
西河塾長。 最後列に左から講師の大橋氏、傍聴者の水口グッチ・コーポレーション代表取締役。

株式会社スプラッシュ

代表取締役 鈴木 義晴
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リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
で
そ
の
間
違
い
に

気
付
い
た
。

経
営
を
学
び
、
人
を
想
い
や
り
、
会

社
か
ら
社
会
に
成
長
す
る
た
め
に
入
塾

し
た
。

五
十
を
越
え
て
の
手
習
い
、
落
ち
こ

ぼ
れ
な
い
よ
う
に
頑
張
る
。

佐
藤
義
男

具
体
的
事
業
計
画
を
立
案
で
き
る

今
ま
で
は
過
去
の
経
験
と
勘
を
頼
り

に
近
視
眼
的
に
仕
事
を
し
て
き
た
が
、

今
回
の
実
践
経
営
ス
ク
ー
ル
を
受
講
し

長
期
的
な
視
野
で
具
体
性
の
あ
る
事
業

計
画
を
立
案
し
、
利
益
が
出
せ
る
経
営

が
出
来
る
事
を
目
標
と
し
て
い
る
。

ま
た
講
師
お
よ
び
異
業
種
の
方
と
の

交
流
か
ら
、
何
か
新
し
い
発
見
が
出
来

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

小
泉
賢
貴

塾
の
次
の
日
、
事
業
計
画
を
上
方
修
正

今
ま
で
私
は
自
己
流
で
会
社
経
営
を

し
て
き
た
の
で
、
経
営
の
基
礎
を
学
び

た
い
と
考
え
受
講
致
し
た
。

基
礎
だ
け
で
は
な
く
、
事
業
に
関
し

て
の
明
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
け
る
の

で
、
本
当
に
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
る
。

実
際
、
講
習
の
次
の
日
か
ら
事
業
計

画
を
上
方
修
正
出
来
る
程
、
役
立
っ
て

い
る
。

永
井
寛
子

経
営
と
は
、
情
熱
、
覚
悟
、
技
術

早
く
も
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。
次

期
経
営
者
と
い
う
立
場
で
「
経
営
と
は

何
な
の
か
？
」
と
い
う
命
題
が
私
の
中

に
あ
っ
た
。
西
河
塾
長
を
始
め
と
す
る

皆
様
と
意
見
交
換
を
し
て
「
経
営
と
は
、

情
熱
で
あ
り
、
覚
悟
で
あ
り
、
技
術
で

あ
る
」
と
、
私
が
探
し
て
い
た
答
え
の

芽
が
自
分
の
中
に
出
て
き
た
。

今
迄
の
経
験
値
を
確
か
な
も
の
に
す

る
た
め
経
営
を
技
術
と
捉
え
、
実
践
を

通
じ
て
身
に
つ
け
て
い
く
事
で
、
全
方

位
型
に
口
福
を
発
信
し
て
い
き
た
い
。

講
義
後
の
懇
親
会
で
声
高
々
に
経
営

の
話
が
で
き
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
気
付
き

を
得
ら
れ
る
事
は
孤
独
な
経
営
者
に

と
っ
て
は
正
に
精
神
的
栄
養
補
給
の
場

と
い
え
る
。
成
長
に
お
い
て
は
人
と
の

出
会
い
、
交
わ
り
は
不
可
欠
で
、
自
身

の
成
長
無
く
し
て
事
業
の
成
功
は
な
い
。

2014.10.08、15西河技術経営塾
西河技術経営塾 実践経営スクール・基礎コース

経
営
を
予
見
で
き
る
創
造
力
を
鍛
錬
す

る
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
当
塾
は
狙
い

を
定
め
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
進
め
方
を
段
階
的
に
学
ぶ

学
習
講
座
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」

「
事
業
計
画
」
「
基
本
戦
略
」
「
中
長

期
戦
略
」
「
経
営
戦
略
」
と
い
う
５
つ

の
ス
テ
ッ
プ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

学
習
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
が
演
習
の

課
題
に
対
応
し
、
自
ら
取
り
組
ん
で
い

る
ビ
ジ
ネ
ス
を
ケ
ー
ス
研
究
の
課
題
と

し
て
、
受
講
者
間
で
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
な

ど
を
通
じ
て
創
生
力
を
鍛
錬
す
る
こ
と

に
取
り
組
む
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
は
受
講
者
が
今

抱
え
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
モ
デ
ル
を
書

き
出
す
。
こ
の
モ
デ
ル
化
の
段
階
で
、

①
タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
を
決
定
す
る
、
②

競
合
社
を
洗
い
出
す
、
③
自
社
の
特
徴

会社紹介と事業コンセプト

練馬区西東京市および周辺の新築一戸建てをはじめ
とする不動産をインターネット（ＳＮＳ）を通じて
販売する会社です。お客様から「ありがとう」と言
われる会社、不動産業界の悪しき習慣を打破するこ
とを目指します。

おうちナビ

株式会社スプラッシュ 代表取締役 鈴木 義晴

http://www.splash.go.jp TEL:042-451-5111

不動産ネット販売

会社紹介と事業コンセプト
産業用ＦＡ（ファクトリーオートメーション）機器に使われている

モーション系（モータ）の制御を強みとしています。安価なステッ
ピングモータを使いながらも、ＦＡ市場で主に使われているサー
ボモータとほぼ同等性能が出せる製品ST-Servo（商標）を開発

し、「高トルク」「低振動」「脱調レス」「省電力」「低発熱」「高精度
位置決め」を実現しています。高性能で信頼性の高い安価なシ
ステムを提供し、幅広い分野で社会に貢献していきます。

株式会社バンガードシステムズ 技術開発部 佐藤 義男

http://www.hp-vanguard.com/ TEL:04-2951-5381

ST-Servo

サーボ制御
クローズド・ループステッピングシステム

経
営
を
予
見
で
き
る
創
造
力
を
鍛
錬
す

る
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
当
塾
は
狙
い

を
定
め
て
い
る
。

ビ
ジ
ネ
ス
の
進
め
方
を
段
階
的
に
学
ぶ

学
習
講
座
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」

「
事
業
計
画
」
「
基
本
戦
略
」
「
中
長

期
戦
略
」
「
経
営
戦
略
」
と
い
う
５
つ

の
ス
テ
ッ
プ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

学
習
講
座
で
学
ん
だ
こ
と
が
演
習
の

課
題
に
対
応
し
、
自
ら
取
り
組
ん
で
い

る
ビ
ジ
ネ
ス
を
ケ
ー
ス
研
究
の
課
題
と

し
て
、
受
講
者
間
で
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
な

ど
を
通
じ
て
創
生
力
を
鍛
錬
す
る
こ
と

に
取
り
組
む
。

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
は
受
講
者
が
今

抱
え
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
モ
デ
ル
を
書

き
出
す
。
こ
の
モ
デ
ル
化
の
段
階
で
、

①
タ
ー
ゲ
ッ
ト
顧
客
を
決
定
す
る
、
②

競
合
社
を
洗
い
出
す
、
③
自
社
の
特
徴

会社紹介と事業コンセプト

「障がいをお持ちの方と社会の架け橋をつくるこ
と」を企業理念に、2006年9月、障がい者支援をメイ
ンとした訪問介護の事業所を中野区に開業致しました。

現在は練馬にも事業所を開業し、少しずつですが理
念（夢）に向かって邁進しております。

障がい者自立支援訪問介護

株式会社朝焼け 代表取締役 小泉 賢貴

http://asayakenet.com TEL:03-6425-7991

在宅介護支援サービス ･ 訪問介護サービス
・福祉用具サービス

会社紹介と事業コンセプト
大正9年に私の曽祖父が魚屋を創業。研修センター等への

魚の卸、弁当、惣菜、個人宅への仕出し、通夜、告別式、各町
会の催事、法人様の新年会など、慶弔料理、海鮮料理店、すし
居酒屋と時代の流れと共に業態を広げ、地域の皆様に育てら
れてきました。下町（横浜・鶴見区）の魚屋というスタート地点は
忘れることなく「魚春に関わる全ての人に口福を」をモットーに、
魚を通じてお客様のあらゆるライフシーンに合わせた料理と笑
顔、安心をご提供していきたいと考えています。

有限会社エフ・エフ永井魚春 店舗統括 永井 寛子

魚春
魚屋から居酒屋まで、お客さまに口福を発信する

（本店）エフ・エフ永井魚春
（海鮮料理） 魚春ととや
（すし居酒屋） 魚春

TEL:045-511-1575

第2期生6名が入塾

（有）エフ・エフ永井魚春

店舗統括 永井 寛子
株式会社朝焼け

代表取締役 小泉 賢貴

㈱バンガードシステムズ

技術開発部 佐藤 義男

塾は経営者に取って精神的栄養補給の場
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技術経営人財育成と活用に関する研究委員会
2012.12.7－2014.8.19研究委員会活動

技
術
経
営
人
財
育
成
と
活
用
に
関
す

る
研
究
委
員
会(

委
員
長
坂
巻
資
敏)

を

８
月
19
日
に
財
団
に
て
開
催
し
た
。
第

１
回
目
の
委
員
会
か
ら
ほ
ぼ
２
年
間
で

20
回
の
会
合
を
持
っ
た
。
今
回
は
『
起

業
と
起
業
家
精
神
』
と
の
テ
ー
マ
で
委

員
全
員
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

佐
竹
右
幾
の
起
業
家
精
神

三
つ
の
間
に
、
間
に
合
う

起
業
の
一
つ
の
ベ
ー
ス
と
し
て
、

『
人
、
も
の
、
金
、
情
報
、
時
、
場
』

が
必
要
と
考
え
た
背
景
が
、
こ
こ
に
あ

る
。
『
人
、
時
、
場
』
を
違
う
言
葉
で

表
す
と
、
『
人
間
、
時
間
、
空
間
』
と

言
う
、
三
つ
の
「
間
（
ま
）
」
に
な
る
。

起
業
は
こ
の
三
つ
の
項
目
に
「
間
に
合

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
。

杉
本
晴
重
の
起
業
家
精
神

人
と
同
じ
こ
と
を
し
た
く
な
い

起
業
家
の
性
格
を
動
、
静
両
面
と
ビ

ジ
ネ
ス
と
の
関
係
か
ら
見
る
と
「
動
」

の
面
（
外
面
）
で
は
、
個
性
・
自
己
主

張
が
強
い
。
人
を
集
め
る
。
情
熱
、
思

い
が
強
い
、
我
儘
に
見
え
る
時
も
あ
る

が
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
優
れ
る
。
簡

単
に
妥
協
し
な
い
、
し
た
た
か
で
頑
固

で
あ
る
。
交
渉
力
。
人
と
同
じ
こ
と
を

し
た
く
な
い
と
い
う
独
自
性
は
重
要
だ
。

次
に
「
静
」
の
面
（
内
面
）
で
み
る

と
、
諦
め
な
い
、
粘
り
強
い
、
無
私
、

献
身
。
覚
悟
が
出
来
て
い
る
、
全
て
の

責
任
は
自
分
が
と
る
。
決
断
力
が
あ
り

素
直
で
他
人
の
声
に
耳
を
傾
け
る
。
人

に
任
す
。
人
望
が
あ
る
。
人
を
引
き
付

け
、
周
り
か
ら
の
信
用
を
獲
得
す
る
。

淺
野
昌
宏
の
起
業
家
に
つ
い
て

質
の
高
い
従
業
員
が
起
業
を
支
え
る

起
業
し
た
人
達
の
事
を
調
べ
た
ら
森

部
好
樹
の
『
日
本
人
の
生
き
方
を
変
え

る
７
人
の
起
業
家
』
が
あ
っ
た
。

７
人
の
起
業
家
の
多
く
に
共
通
し
て

い
る
の
は
質
の
高
い
従
業
員
を
求
め
て

い
る
。
採
用
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
あ
げ

て
い
る
の
は
「
信
頼
性
」
「
知
性
」

「
情
熱
」
の
３
点
だ
。
「
素
直
、
前
向

き
、
一
生
懸
命
」
と
「
何
か
の
分
野
で

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
こ
と
」
を
基
準

に
従
業
員
を
選
ん
で
い
る
と
い
え
る
。

山
中
隆
敏
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

優
秀
な
人
財
の
確
保

真
似
さ
れ
な
い
セ
ン
ス
の
良
い
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
出
し
、
構
築
で
き
る

か
が
起
業
し
、
起
業
を
成
長
さ
せ
る
ポ

イ
ン
ト
で
あ
る
。
優
秀
な
人
財
の
確
保

と
採
用
し
た
人
材
を
い
か
に
つ
な
ぎ
と

め
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

奥
出
阜
義
の
創
隊
（起
業
）精
神

目
心
、
耳
心
、
体
心
の
統
一

自
衛
隊
で
最
強
首
都
圏
の
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
隊
の
創
隊
を
準
備
を
含
め
て
五
年

間
隊
長
と
し
て
携
わ
っ
た
。
隊
員
に

「
技
を
磨
き
」
「
肩
を
組
み
」
「
心
を

込
め
て
」
を
要
望
し
た
。

大
橋
克
已
の
経
営
の
必
修
技

経
営
の
ア
ー
ト
と
い
え
る
必
修
技
と

は
、
全
体
の
把
握
と
情
報
の
分
析
力
、

合
理
性
あ
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
維
持
す
る
た

め
の
科
学
的
・
効
率
的
判
断
力
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
表
現
と
対

話
、
生
活
感
覚
・
同
時
代
認
識
の
四
つ

を
あ
る
。

坂
巻
資
敏
の
企
業
経
営

起
業
は
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
が
な
け
れ
ば

新
た
に
会
社
を
興
す
に
は
、
実
際
の

ビ
ジ
ネ
ス
を
経
験
し
、
自
分
が
始
め
る

ビ
ジ
ネ
ス
の
業
界
の
ル
ー
ル
や
商
習
慣

を
身
に
着
け
る
と
と
も
に
ビ
ジ
ネ
ス
の

基
本
を
会
得
す
る
必
要
が
あ
る
。
特
に

取
引
先
と
の
人
脈
つ
く
り
は
、
事
業
を

軌
道
に
乗
せ
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。

戦
前
の
日
本
で
は
「
丁
稚
奉
公
」
の

習
慣
が
あ
り
、
こ
こ
で
ビ
ジ
ネ
ス
の

色
々
な
事
を
教
え
て
も
ら
っ
て
、
年
季

明
け
に
暖
簾
分
け
を
し
て
も
ら
っ
て
、

自
分
の
お
店
（
会
社
）
を
作
っ
て
き
た
。

小
平
和
一
朗
の
財
団
の
起
業
支
援

世
界
一
の
モ
ノ
づ
く
り
の
実
践
力

日
本
に
は
、
世
界
に
誇
れ
る
人
財
が

あ
り
、
技
術
が
あ
り
、
組
織
力
が
あ
る
。

日
本
人
は
、
世
界
一
に
な
り
う
る
モ
ノ

づ
く
り
や
コ
ト
づ
く
り
の
実
践
力
、
具

現
力
を
持
っ
て
い
る
。
世
界
一
と
い
わ

れ
る
「
実
践
ビ
ジ
ネ
ス
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ン
ス
ク
ー
ル
」
を
日
本
に
作
る
た
め
の

基
礎
研
究
に
取
り
組
む
た
め
に
本
研
究

委
員
会
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

ベ
ン
チ
ャ
ー
や
新
規
事
業
に
対
す
る

創
業
支
援
や
事
業
創
生
を
行
う
た
め
の

資
金
の
提
供
お
よ
び
投
資
を
行
う
。

2012年12月7日に第１回（写真１）、毎月１回開催し、2014年8月19日までに20回の会合を重ね
た。最後の会合で西河理事長「これまで19回の研究委員会を開催し、様々な議論をしてまいり

ました。これまで大変有意義な議論を重ね、私自身が新たな学びの機会となり視野が一段と広
がりました、参加していただいた皆様方に感謝申し上げます」と委員の皆様にお礼を述べた。

・三
つ
の
間
に
、
間
に
合
う

・人
と
同
じ
こ
と
を
し
た
く
な
い

・質
の
高
い
従
業
員
が
起
業
を
支
え
る

・優
秀
な
人
材
の
確
保

・目
心
、
耳
心
、
体
心
の
統
一

・経
営
の
ア
ー
ト
と
い
え
る
必
須
技

・起
業
は
ビ
ジ
ネ
ス
体
験
が
な
け
れ
ば

・世
界
一
の
モ
ノ
づ
く
り
の
実
践
力

・し
っ
か
り
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

「顧客との対話の必要性」を説く大橋研究員（左）、
中央は奥出研究員、右は淺野研究員。

実り多い「技術経営人財育成と活用に関する研究委員会」の活動を終えた

起
業
と
起
業
家
精
神
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研究会委員会活動

事
業
化
の
成
功
率
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
「
金
も
出
す
が
、
経
営
人
財

も
提
供
す
る
」
「
事
業
を
進
め
る
上
で

の
問
題
を
明
ら
か
に
し
、
対
策
に
取
り

組
む
な
ど
の
責
任
を
取
る
」
な
ど
を
通

じ
て
、
事
業
性
を
見
極
め
た
投
資
を
す

る
こ
と
に
財
団
は
取
り
組
ん
で
い
る
。

西
河
洋
一
の
起
業
家
精
神

し
っ
か
り
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

企
業
家
精
神
は
、
起
業
し
て
か
ら
身

に
つ
く
も
の
で
は
な
い
。
ビ
ジ
ネ
ス
経

験
が
無
い
人
が
、
起
業
す
る
と
い
う
こ

と
は
無
謀
で
あ
り
成
功
は
難
し
い
。
経

験
豊
富
な
有
能
な
参
謀
が
い
れ
ば
可
能

か
も
知
れ
な
い
が
、
大
切
な
経
営
判
断

を
下
す
事
は
不
可
能
で
あ
る
た
め
一
人

前
の
起
業
家
に
は
な
れ
な
い
。

し
た
が
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
の
経
験
を
し

な
が
ら
自
分
自
身
で
起
業
に
向
け
て
起

業
家
精
神
を
習
得
し
蓄
積
し
て
い
き
、

絶
好
の
機
会
に
巡
り
合
え
た
時
に
初
め

て
起
業
で
き
る
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
に
は
、
創
業
時
の

ス
タ
ッ
フ
、
資
金
手
当
、
仕
入
先
、
協

力
者
を
最
低
限
確
保
し
な
ら
な
い
。
さ

ら
に
、
し
っ
か
り
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
い
っ
た
事
前

計
画
か
無
け
れ
ば
起
業
は
不
可
能
だ
。

西
河
洋
一
塾
長
の
考
え
る
15
項
目
の

起
業
家
精
神
を
図
５
に
整
理
し
た
。

中
東
諸
国
に
は
、
ペ
ル
シ
ャ
人

の
国
、
ト
ル
コ
人
の
国
も
あ
り
ま

す
が
、
多
く
は
ア
ラ
ブ
人
の
国
で

す
。
ア
ラ
ブ
人
と
は
何
か
ご
存
じ

で
す
か
？
ア
ラ
ブ
の
お
話
を
致
し

ま
し
ょ
う
。

ア
ラ
ビ
ア
語
を
話
す
人
達

ア
ラ
ブ
人
と
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語

を
母
語
と
し
ア
ラ
ブ
文
化
を
受
容

し
て
い
る
人
達
の
事
で
す
。
ア
ラ

ブ
と
言
う
民
族
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
中
東
に
住
み
イ
ス
ラ

ム
教
を
信
仰
す
る
民
族
と
し
て
捉

え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
全
て
の
ア

ラ
ブ
人
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
言
う

訳
で
も
な
く
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が

ア
ラ
ブ
人
と
言
う
訳
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
現
在
こ
の
ア
ラ
ブ
人
は
約

3
億
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

５
つ
の
ア
ラ
ブ

一
つ
目
は
エ
ジ
プ
ト
を
中
心
と

し
た
「
エ
ジ
プ
ト
ア
ラ
ブ
」
。
古

代
か
ら
エ
ジ
プ
ト
の
地
で
生
活
し

て
来
た
エ
ジ
プ
ト
人
で
す
。

二
つ
目
は
レ
バ
ノ
ン
･
シ
リ
ア
の

「
フ
ェ
ニ
キ
ア
ア
ラ
ブ
」
。
旧
約

聖
書
に
も
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
夜
と
し

て
出
て
く
る
古
代
フ
ェ
ニ
キ
ア
の

子
孫
で
白
人
で
す
。

三
つ
目
は
チ
グ
リ
ス
・
ユ
ー
フ

ラ
テ
ス
の
「
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
ア
ラ

ブ
」
。
古
来
い
ろ
ん
な
民
族
の
攻

防
が
あ
っ
て
、
現
在
は
主
に
イ
ラ

ク
に
い
る
人
達
で
す
。

四
つ
目
は
ア
ラ
ビ
ア
半
島
に
住

む
「
ベ
ド
ウ
イ
ン
ア
ラ
ブ
」
。
ア

ラ
ビ
ア
の
ロ
ー
レ
ン
ス
に
出
て
く

る
、
白
い
シ
ー
ツ
を
纏
っ
た
「
お

ば
け
の
Ｑ
太
郎
」
の
様
な
格
好
を

し
た
人
達
で
す
。

五
つ
目
は
北
ア
フ
リ
カ
に
住
む

「
田
舎
ア
ラ
ブ
」
。
リ
ビ
ア
、
チ

ュ
ニ
ジ
ア
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
、
モ

ロ
ッ
コ
等
に
住
ん
で
い
る
人
達
で

ベ
ル
ベ
ル
族
な
ど
も
含
み
ま
す
。

ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
ベ
ド
ウ
イ
ン

四
番
目
の
ベ
ド
ウ
イ
ン
ア
ラ
ブ

は
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
遊
牧
の
民
、

砂
漠
の
民
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
の

強
い
人
達
で
す
が
、
穀
倉
地
帯
で

は
農
耕
民
で
あ
り
、
海
に
面
し
た

所
で
は
海
洋
民
と
し
て
イ
ン
ド
洋

を
股
に
か
け
ま
し
た
。

そ
の
中
で
砂
漠
の
民
の
発
祥
の

地
は
、
ア
ラ
ビ
ア
半
島
南
部
・
イ

エ
メ
ン
の
ハ
ダ
ラ
ム
ー
ト
と
言
わ

れ
て
お
り
、
彼
等
は
ナ
ツ
メ
ヤ
シ
、

羊
、
ラ
ク
ダ
の
三
つ
が
あ
れ
ば
暮

ら
し
て
い
け
ま
す
。
ナ
ツ
メ
ヤ
シ

の
幹
は
家
の
建
材
と
し
て
、
葉
は

屋
根
材
と
し
て
、
繊
維
状
の
皮
は

衣
服
と
し
て
、
実
は
干
し
柿
の
様

に
甘
く
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
が

豊
富
な
食
物
と
な
り
ま
す
。

羊
は
乳
か
ら
チ
ー
ズ
を
作
り
、

肉
を
ご
馳
走
に
し
、
皮
は
水
袋
や

衣
服
、
履
物
に
利
用
し
ま
す
。
ラ

ク
ダ
は
乗
用
車
で
あ
り
、
荷
物
運

搬
の
ト
ラ
ッ
ク
で
あ
り
、
用
済
み

に
な
れ
ば
肉
も
食
べ
、
皮
も
使
い

ま
す
。
一
切
無
駄
の
無
い
生
活
を

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
現
在
は
、

オ
イ
ル
マ
ネ
ー
を
運
用
し
、
都
市

化
を
は
か
り
、
王
政
の
継
続
に
努

め
て
い
ま
す
。

ア
ラ
ブ
の
お
話
し

中 東

研究員 淺野昌宏

ナツメヤシ、羊、ラクダの三つがあれば暮らせる （２）

◇西河洋一塾長の起業家精神◇
１．自分が基となって事業を起こそうという強い心。
２．企業を作ろうという思い。
３．ビジネスを成功させるまで諦めないという
執着心。

４．社員を雇用し、社員の生活を守るという
責任感。

５．どんな苦難でも乗り越えるという強い精神力。
６．スティックホルダーとの良好な関係、
責任を果たし信用を得るという考え。

７．顧客から選ばれる商品やサービスを
提供し続けるという思い。好奇心。

８．顧客自身が知らない要求を商品化する
というイノベーション。開発欲。

９．プライドを捨て、コスト意識を高める。
リスク意識。

10.常に新しいことにチャレンジする行動力。
意欲。

11.急激な環境変化に素早く対応する柔軟な心。
早い決断。

12.常に公平というものさしをもって、物事を
見る思い。 公平心。

13.常にルールを守り、高い道徳心を持つこと。
正義心。

14.常識にとらわれず、新しい発想。
15.企業を大きく発展させようという思い。

図５ 西河洋一塾長・理事長の起業家精神

（注３） ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：中東』に全文掲載

（注３）

技術経営人財育成と活用に関する研究委員会

「アーネスト育成財団は日本を元気にする新しい
企業家を育成支援したいという私の強い思いで誕
生した組織であります」と語る西河理事長（右）。
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誠実を伝える情報紙

西
河
技
術
経
営
塾
の
「
技
術

経
営
」
が
議
論
に
な
る
。

そ
の
時
「
技
術
の
分
か
る
経

営
者
の
育
成
」
「
サ
ー
ビ
ス
の

分
野
で
も
差
別
化
の
キ
ー
と
な

る
の
が
技
術
」
「
技
術
は
モ
ノ

づ
く
り
や
コ
ト
づ
く
り
の
具
現
化
手

段
」
と
答
え
る
。

多
く
の
コ
ト
づ
く
り
は
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
や
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
が
必
要
で

あ
る
。
例
え
ば
寿
司
屋
の
味
を
決
定
す

る
の
は
寿
司
を
握
る
職
人
の
腕
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
に
レ
ス
ト
ラ
ン
、
小
料
理
屋
、

理
容
室
、
美
容
室
、
ホ
テ
ル
、
鉄
道
、

介
護
、
医
療
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー

ビ
ス
な
ど
、
技
術
が
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
、

サ
ー
ビ
ス
の
機
能
と
性
能
と
品
質
を
担

保
し
て
い
る
。

そ
う
分
析
す
る
と
、
差
別
化
を
支
え

る
技
術
の
存
在
を
理
解
せ
ず
に
特
徴
あ

る
経
営
は
出
来
な
い
と
い
え
る
。
技
術

経
営
の
技
術
を
理
解
す
る
こ
と
な
し
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
た
経
営
は

出
来
な
い
。
塾
で
は
技
術
の
ブ
ラ
ン
ド

で
あ
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
・
ブ
ラ
ン

ド
を
顧
客
と
と
も
に
構
築
す
る
こ
と
が

出
来
る
技
術
経
営
人
財
を
育
成
す
る
。

（
小
平
和
一
朗
）
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上
級
コ
ー
ス
検
討
研
究

西
河
技
術
経
営
塾
・
上

級
コ
ー
ス
検
討
研
究
会
を

９
月
11
日
（
第
１
回
）
10

月
９
日
（
第
２
回
）
に
開

催
し
た
。

研
究
会
取
り
組
み
課
題

は
、
現
状
取
り
組
ん
で
い

る
「
実
践
経
営
ス
ク
ー

ル
・
基
礎
コ
ー
ス
（
西
河
技
術
経
営

塾
）
」
の
講
師
を
育
成
す
る
た
め
の
上

級
コ
ー
ス
の
組
み
立
て
を
検
討
す
る
こ

と
に
あ
る
。

現
状
の
「
基
礎
コ
ー
ス
、
リ
ー
ダ
ー

コ
ー
ス
、
指
導
者
コ
ー
ス
」
ま
た
は

「
基
礎
コ
ー
ス
、
経
営
者
コ
ー
ス
、
コ

ン
サ
ル
育
成
コ
ー
ス
」
と
組
み
立
て
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
高
校
コ
ー
ス
、

大
学
コ
ー
ス
、
教
育
者
コ
ー
ス
」
と
見

る
こ
と
も
で
き
る
。

基
礎
コ
ー
ス
の
講
師
の
西
河
洋
一
、

小
平
和
一
朗
、
柴
田
智
宏
、
大
橋
克
已
、

淺
野
昌
宏
、
杉
本
晴
重
の
他
、
大
学
関

係
者
か
ら
前
田
光
幸
高
知
工
科
大
学
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
非
常
勤
講
師
、
鈴
木

潤
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
、
加
納

信
吾
東
京
大
学
准
教
授
を
迎
え
て
研
究

に
取
り
組
む
。

（注４） ホームページ（http://eufd.org）の研究会/調査研究報告/『連載：企業経営と新製品開発』に全文掲載

新
製
品
の
定
義

企
業
の
業
績
を
向
上
す
る
重
要
な

フ
ァ
ク
タ
ー
の
一
つ
は
、
新
製
品
で

あ
る
。
画
期
的
な
新
製
品
が
出
来
れ

ば
、
企
業
の
業
績
は
飛
躍
的
に
向
上

す
る
。
日
本
の
産
業
界
の
中
で
ソ
ニ

ー
は
特
筆
す
べ
き
新
製
品
開
発
の
成

功
企
業
で
あ
っ
た
。
そ
の
代
表
例
を

挙
げ
れ
ば
、
テ
ー
プ
レ
コ
ー
ダ
ー
、

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
、
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
ー
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
、
ト
リ
ニ

ト
ロ
ン
方
式
の
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
、
ウ
オ
ー
ク
マ
ン
、
Ｃ
Ｄ
プ
レ
ー

ヤ
等
、
世
界
初
の
独
創
的
で
画
期
的

な
新
製
品
が
今
日
の
ソ
ニ
ー
を
育
て

、
Ｃ
Ｂ
Ｓ
レ
コ
ー
ド
や
コ
ロ
ン
ビ
ア

映
画
会
社
を
買
収
し
た
こ
と
は
、
有

名
な
話
で
あ
る
。

企
業
に
よ
っ
て
「
新
製
品
」
の
定

義
は
千
差
万
別
で
既
存
商
品
の
次
期

モ
デ
ル
の
商
品
設
計
を
新
製
品
と
定

義
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
新
規

事
業
を
興
す
た
め
の
商
品
を
新
製
品

と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
る
。
既
存
モ
デ

ル
を
新
し
い
市
場
向
け
に
改
良
す
る

製
品
を
新
製
品
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

り
、
新
し
い
技
術
が
搭
載
さ
れ
た
新

製
品
で
既
存
市
場
を
奪
取
す
る
も
の

を
新
製
品
と
い
う
企
業
も
あ
る
。

新
製
品
開
発
の
ポ
イ
ン
ト

新
製
品
が
ヒ
ッ
ト
す
る
か
ど
う
か

は
、
新
製
品
の
品
質
に
寄
る
が
、
新

製
品
の
品
質
に
は
「
狙
い
の
品
質
」

と
「
出
来
栄
え
の
品
質
」
が
あ
る
。

「
狙
い
の
品
質
」
と
は
、
何
を
お
客

様
に
提
供
す
る
か
を
決
め
る
項
目
で

あ
る
。
「
出
来
栄
え
の
品
質
」
と
は

出
来
上
が
っ
た
製
品
が
保
有
し
て
い

る
製
品
の
性
能
、
使
い
や
す
さ
、
信

頼
性
や
品
質
レ
ベ
ル
を
総
称
し
た
も

の
で
あ
る
。
新
製
品
開
発
に
従
事
す

る
技
術
者
は
、
出
来
栄
え
の
品
質
に

責
任
を
持
ち
、
よ
い
製
品
を
開
発
す

る
こ
と
に
心
血
を
注
ぐ
。
そ
の
結
果

製
品
の
保
有
し
て
い
る
機
能
や
性
能

並
び
に
信
頼
性
な
ど
は
、
製
品
を
開

発
し
た
技
術
者
と
こ
れ
を
生
産
し
た

現
場
作
業
者
並
び
に
保
守
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
マ
ン
の
共
同

責
任
と
な
る
。

21
世
紀
に
は
い
っ
て
か
ら
日
本
の

家
電
企
業
か
ら
発
売
さ
れ
る
新
製
品

は
品
質
と
性
能
が
良
い
け
れ
ど
も
余

り
売
れ
な
い
。
韓
国
や
台
湾
の
製
品

が
良
く
売
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
製
品

は
、
技
術
力
で
日
本
製
品
に
劣
り
、

信
頼
性
も
良
く
な
い
の
に
何
故
売
れ

る
の
か
。
新
製
品
が
ヒ
ッ
ト
す
る
か

ど
う
か
は
「
狙
い
の
品
質
」
で
決
ま

り
「
出
来
栄
え
の
品
質
」
で
ヒ
ッ
ト

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
だ
。

最
近
の
日
本
の
新
製
品
が
売
れ
な

い
の
は
「
狙
い
の
品
質
」
が
悪
い
か

ら
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
で
は
企
業

の
「
狙
い
の
品
質
」
は
、
誰
が
決
め

る
の
か
。
こ
れ
を
決
め
る
の
は
経
営

責
任
者
で
あ
る
。
例
え
ば
ソ
ニ
ー
創

業
者
の
井
深
大
は
、
創
業
時
の
ソ
ニ

ー
の
狙
い
の
品
質
を
次
の
よ
う
に
決

め
、
全
社
員
に
周
知
徹
底
し
た
。

極
力
製
品
の
選
択
に
努
め
、
技
術

上
の
困
難
は
む
し
ろ
こ
れ
を
歓
迎
、

量
の
多
少
に
関
せ
ず
最
も
社
会
的
に

利
用
度
の
高
い
高
級
技
術
製
品
を
対

象
と
す
る
。
ま
た
、
単
に
電
気
、
機

械
等
の
形
式
的
分
類
は
避
け
、
そ
の

両
者
を
統
合
せ
る
が
ご
と
き
、
他
社

の
追
随
を
絶
対
許
さ
ざ
る
境
地
に
独

自
な
る
製
品
化
を
行
う
。
（
井
深
大

経
営
方
針
よ
り
抜
粋
）

連載：企業経営と新製品開発 第７回 新製品開発概論 研究員 坂巻 資敏
（注４）




